
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
は
学
校
内
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。学
び
の
多
様
化
が
進
む
中
、

学
校
外
も
含
め
て
、生
徒
が
い
つ
で
も
、

ど
こ
か
ら
で
も
学
べ
、
地
域
や
国
内
、

世
界
の
人
と
つ
な
が
る
環
境
を
前
提
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を
構
築
し
て

い
く
か
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
、
学
習
者
・
学
校
・
行
政

の
別
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
（
図
１
）。

　
学
習
者
に
と
っ
て
の
大
き
な
利
点

は
、自
分
ら
し
い
学
び
の
実
現
で
す
。

授
業
動
画
や
電
子
書
籍
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

や
デ
ー
タ
を
使
う
こ
と
で
、
興
味
・
関

心
を
広
げ
た
り
、自
分
に
合
っ
た
学
習

　
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
議
論
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
よ
っ
て
、
児
童
生

徒
１
人
に
つ
き
１
台
の
端
末
や
学
校
内

の
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
整
備
さ
れ
、
膨
大
か
つ
多
様
な
デ
ー

タ
の
蓄
積
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
が
背

景
に
あ
り
ま
す
。
２
０
２
２
年
に
関
係

省
庁
が
策
定
し
た
「
教
育
デ
ー
タ
利
活

用
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
お
い
て
、「
誰

も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
、

誰
と
で
も
、自
分
ら
し
く
学
べ
る
社
会
」

が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ

計
画
を
立
て
た
り
す
る
な
ど
、様
々
な

方
法
で
、
自
分
ら
し
い
学
び
の
環
境
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
個
に
応
じ
た
支
援
が
得
ら
れ
る
こ
と

も
、重
要
な
利
点
で
す
。例
え
ば
、学
力

の
差
が
大
き
い
ま
ま
協
働
学
習
を
行
う

と
、議
論
に
つ
い
て
い
け
ず
、傍
観
者
に

な
っ
て
し
ま
う
生
徒
が
出
て
き
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル

な
ど
で
学
び
の
過
程
を
可
視
化
し
、
つ

ま
ず
い
て
い
る
生
徒
を
手
厚
く
支
援
す

る
な
ど
、自
由
進
度
に
よ
る「
個
別
最
適

な
学
び
」
で
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
ま

す
。
そ
う
し
て
理
解
の
差
を
縮
め
て
か

ら
協
働
学
習
を
行
え
ば
、
学
び
合
い
は

活
発
に
な
り
、
よ
り
深
い
議
論
が
展
開

さ
れ
や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
学
校
に
か
か
わ
る
教
育
デ
ー
タ
は
、

学
籍
や
学
級
数
な
ど
の
客
観
デ
ー
タ
で

あ
る
「
主
体
情
報
」、
学
習
指
導
要
領

や
授
業
の
題
材
に
か
か
わ
る
「
内
容
情

報
」、
学
習
記
録
や
生
徒
指
導
の
記
録

で
あ
る
「
活
動
情
報
」
の
３
つ
に
大
別

さ
れ
ま
す
。
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
よ
っ

東
北
学
院
大
学

　文
学
部

　教
授

稲
垣

　忠　
　

い
な
が
き
・
た
だ
し

関
西
大
学
大
学
院
総
合
情
報
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
。専
門
は
教
育
工
学
、情
報
教
育
。日
本
教
育
メ
デ
ィ

ア
学
会
理
事
、
日
本
教
育
工
学
会
代
議
員
、
文
部
科

学
省
・
経
済
産
業
省
の
専
門
家
会
議
の
委
員
を
歴
任
。

著
書
に
、『
探
究
す
る
学
び
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
！
　

情
報
活
用
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
２
・

０
』（
明
治
図
書
出
版)

、『
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
理
論
と
実

践
　
Ｄ
Ｘ
時
代
の
教
師
を
め
ざ
し
て
』（
編
著
、
北
大

路
書
房
）
な
ど
。

教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
よ
り
、

学
習
者・学
校・行
政
は
ど
う
変
わ
る
の
か

教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
た
め
の
制
度
設
計
が
、
デ
ジ
タ
ル
庁
や
総
務
省
、
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省
な
ど
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
２
０
２
２
年
１
月
に
は
、「
教
育
デ
ー
タ
利
活
用
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
公
表
さ
れ
、
中
長
期
で

目
指
す
べ
き
姿
が
示
さ
れ
た
。
教
育
デ
ー
タ
の
蓄
積・流
通
に
よ
り
、
学
校
教
育
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
く
の
か
。

文
部
科
学
省・経
済
産
業
省
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
専
門
家
会
議
の
委
員
を
歴
任
す
る
東
北
学
院
大
学
の
稲
垣
忠
教
授
に
、

現
状
と
展
望
を
聞
い
た
。

本特集
テーマの
nex t

校
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に

と
ど
ま
ら
な
い
イ
ン
フ
ラ
改
革

学
習
指
導
要
領
ベ
ー
ス
で

生
徒
の
学
び
を
可
視
化
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＊１　Evidence-based Policy Making の略称。政策の企画をその場限りのエピソードに頼るのではなく、政策目的を明確化した上で、合理的根拠（エビデンス）に
基づくものとすること。　＊２　大阪市の取り組みは、『VIEW next』教育委員会版 2021 年度 Vol.3 の特別企画「先駆的・戦略的な教育改革」（P.26 〜 29）で紹
介しています。ウェブサイト『VIEW next ONLINE』の「学校教育情報誌『VIEW next』」の教育委員会版バックナンバーからご覧ください。

て
指
導
の
充
実
に
役
立
つ
可
能
性
が
あ

る
の
が
、
内
容
情
報
で
す
。
現
在
、
デ

ジ
タ
ル
ド
リ
ル
や
授
業
支
援
ツ
ー
ル
の

活
用
が
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
相
互
連
携
は
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
デ
ジ

タ
ル
ド
リ
ル
に
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学

習
履
歴
が
蓄
積
さ
れ
て
も
、
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
に
書
き
込
ん
だ
履
歴
と
は
連
動

し
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
が
学
習
指
導
要
領

ベ
ー
ス
で
連
携
す
る
こ
と
で
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
横
断
し
た
生
徒
の
学
び
を
可

視
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
生
徒
の
日
常
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
・
活

用
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
変
化
を
迅
速

に
把
握
し
、
大
事
に
至
る
前
に
専
門
家

に
相
談
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま

す
。
長
期
的
に
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
る

と
、
今
ま
で
で
あ
れ
ば
気
づ
け
な
か
っ

た
生
徒
の
小
さ
な
異
変
を
察
知
し
や
す

く
な
る
わ
け
で
す
。

　
行
政
で
は
、
新
た
な
制
度
設
計
や
優

良
事
例
の
共
有
な
ど
に
も
デ
ー
タ
が
利

活
用
で
き
ま
す
。
既
に
動
き
出
し
た
自

治
体
も
あ
り
、
例
え
ば
大
阪
市
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
状
況
や
学

校
・
学
級
の
状
態
を
可
視
化
し
、
指
導

改
善
に
生
か
す
事
業
が
進
ん
で
い
ま
す

（
＊
２
）。

　
教
育
デ
ー
タ
利
活
用
の
鍵
は
、
教
育

委
員
会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
あ
り
ま

す
。
理
想
は
、
各
自
治
体
が
、
小
・
中

学
校
と
高
校
の
連
続
性
を
視
野
に
入
れ

て
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
グ
ラ
ン
ド

ル
ー
ル
を
作
成
し
、
教
育
委
員
会
が
教

育
デ
ー
タ
を
学
校
で
生
か
す
た
め
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
し
て
、
学
校
が
活
用
す
る

と
い
っ
た
体
制
を
築
く
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
進
め
る
た

め
に
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
整
備
が

重
要
で
す
。
教
育
デ
ー
タ
の
中
に
は
、

個
人
情
報
に
該
当
す
る
も
の
が
多
く
、

学
習
履
歴
は
誰
の
も
の
か
、
誰
の
権
限

で
ど
う
使
っ
て
よ
い
か
、
い
つ
ま
で
保

存
す
る
か
な
ど
、
検
討
課
題
は
山
積
み

で
、
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
・
高
、
高
・
大
な
ど
、
学

校
種
別
を
超
え
て
デ
ー
タ
を
共
有
す
る

こ
と
は
、
技
術
的
に
は
可
能
で
す
。
し

か
し
、そ
れ
を
「
生
涯
を
通
じ
た
学
び
」

と
言
え
ば
聞
こ
え
は
よ
い
で
す
が
、
学

び
を
監
視
し
続
け
ら
れ
る
と
い
っ
た
危

う
さ
も
つ
き
ま
と
い
ま
す
。

　
今
後
の
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
核

に
な
る
の
は
、「
学
習
ｅ
ポ
ー
タ
ル
」
と

「
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」と
考
え
ら
れ 

ま
す
。基
本
的
に
は
、学
習
ｅ
ポ
ー
タ
ル

が
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
入
り
口

に
な
り
、ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
学
習

の
結
果
が
蓄
積
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

　
学
習
ｅ
ポ
ー
タ
ル
は
、
多
く
の
自
治

体
で
稼
働
し
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
授
業
支
援

ツ
ー
ル
な
ど
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
ど
の

よ
う
に
連
動
さ
せ
、
指
導
・
学
習
の
改
善

に
つ
な
げ
て
い
け
る
の
か
は
、
今
後
の

開
発
の
進
展
を
待
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
一
方
、
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
高

等
教
育
で
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

初
等
中
等
教
育
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
何

を
蓄
積
し
、
ど
う
扱
う
の
か
ル
ー
ル
づ

く
り
と
と
も
に
、
教
師
が
デ
ー
タ
を
扱

※デジタル庁、総務省、文部科学省、経済産業省「教育データ利活用ロードマップ」（2022
年１月）を基に編集部で作成。

各立場における教育データの蓄積と流通の将来イメージ図１

学習者
• 誰でも、いつでも、どこから

でも、誰とでも学べる
•自分らしく学べる
• 個に応じた支援が受けられ

る

学校・教師
• 学級・学校経営、生徒指導

に生かす
• 教育関係業務の効率化
• 指導計画・授業準備に生かす
• 情報交換のプラットフォーム

行政・研究機関
•プッシュ型の支援　•EBPM（＊１）による政策改善・制度設計
• 効率的なカリキュラムや指導法の開発
• 優良事例の横展開
• 新しい知見を学習指導要領の改訂に反映

データがたまる・つながる
あらゆるコンテンツがつながる

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

教
師
一
人
ひ
と
り
が
倫
理
観
を

持
ち
、
デ
ー
タ
と
向
き
合
う
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う
上
で
の
倫
理
観
が
問
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
図
２
の

通
り
で
す
。
現
在
は
基
盤
と
な
る
ル
ー

ル
づ
く
り
の
段
階
で
す
の
で
、
現
場
で

の
授
業
や
学
習
に
大
き
な
変
化
は
あ
り

ま
せ
ん
。
中
期
目
標
で
何
よ
り
求
め
ら

れ
る
の
は
、
教
育
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
向

け
て
、
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
日
常
的
に
使

う
状
況
を
す
べ
て
の
学
校
で
実
現
す
る

こ
と
で
す
。
学
習
履
歴
が
自
動
的
に
蓄

積
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
デ
ー

タ
を
ど
う
活
用
す
る
か
が
、
学
校
が
最

初
に
向
き
合
う
課
題
に
な
る
で
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
生
徒
の
生
活
・
健
康
面

の
デ
ー
タ
は
、
各
学
校
の
判
断
で
扱
え

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
蓄
積
し
た

デ
ー
タ
の
整
理
や
活
用
法
は
、
各
自
治

体
に
お
け
る
今
後
の
議
論
に
左
右
さ
れ

ま
す
。

　
長
期
目
標
に
は
、学
習
者
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
自
ら
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
・
活

用
す
る
姿
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。学
年

や
学
校
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
学
び
直
し
が

で
き
る
環
境
が
整
う
た
め
、生
徒
が
自

分
に
必
要
な
学
び
を
選
び
取
れ
る
よ
う

に
動
機
づ
け
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

生
徒
の
特
性
や
キ
ャ
リ
ア
観
に
応
じ
て

最
適
な
教
材
を
提
示
す
る
知
識
・
技
能

も
、教
師
に
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
教
師
が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
柔
軟
に

授
業
を
見
直
す
力
も
大
切
に
な
り
ま

す
。自
分
で
は
よ
い
授
業
を
し
て
い
る

と
思
っ
て
い
て
も
、生
徒
の
力
が
伸
び

て
い
な
け
れ
ば
、客
観
的
に
は
よ
い
授

業
を
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
教

育
デ
ー
タ
を
活
用
し
、生
徒
一
人
ひ
と

り
の
変
化
や
学
級
全
体
の
状
態
を
正
確

に
把
握
し
た
上
で
、取
り
上
げ
る
題
材

や
授
業
展
開
、使
用
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど

を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
教
師
の
多
忙
化
の
解
消
が
課
題
で
あ

る
今
、
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
と
い
う

新
た
な
業
務
が
加
わ
る
の
で
は
な
い
か

と
、
不
安
を
抱
く
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
民
間
企
業
で
は
、

業
種
や
職
種
を
問
わ
ず
、
業
務
の
効
率

化
や
質
の
向
上
の
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル

化
と
デ
ー
タ
活
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
教
師
に
も
、デ
ー
タ
を
読
み
取
り
、

客
観
的
に
物
事
を
捉
え
て
考
え
る
リ
テ

ラ
シ
ー
が
必
要
で
す
。

　
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
と
言
っ
て

も
、
統
計
や
デ
ー
タ
分
析
の
専
門
知
識

が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
も
、
授
業
づ
く
り
を
す
る
際

に
、
テ
ス
ト
の
結
果
や
生
徒
が
振
り
返

り
シ
ー
ト
に
書
い
た
内
容
な
ど
を
参
考

に
し
て
い
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
と
同
じ

よ
う
に
、
デ
ー
タ
か
ら
学
習
や
指
導
の

成
果
と
課
題
を
効
率
よ
く
把
握
し
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
学
び
を
支
え
る
授
業

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

教
師
の
意
思
決
定
と
生
徒
の
自
立
的
な

学
び
を
助
け
る
ツ
ー
ル
が
増
え
る
と
捉

え
て
、
教
育
デ
ー
タ
に
向
き
合
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊３　Personal Data Store の略。他者保有データの集約を含め、個人が自らの意思で、自らのデータを蓄積・管理するための仕組みであり、第三者への提供に係る
制御機能（移管を含む）を有するもの。 

※デジタル庁、総務省、文部科学省、経済産業省「教育データ利活
用ロードマップ」（2022 年１月）を基に編集部で作成。

教育データ利活用の目指す姿図２

短期（〜2022年頃）
• 教育現場を対象にした調査や手続きが原則オンライン化
• 事務等の原則デジタル化など、校務のデジタル化を進め、

学校の負担を軽減
•インフラ面での阻害要因（例：ネットワーク環境）の解消
• 教育データの基本項目（例：法令や調査で、全国で共通

的に取得されている主体情報）が標準化

論点・課題
情報が紙で処理されており、
調査や事務の負担が重い

目指す姿
調査等のオンライン化
で、校務負担が軽減

中期（〜2025年頃）
• 学習者が端末を日常的に使うようになり、教育データ利

活用のためのログ収集が可能
• 内容・活動情報が一定粒度で標準化され、学校・自治体

間でのデータ連携が実現
• 学校・家庭・民間教育間でのそれぞれの学習状況を踏ま

えた支援が一部実現

論点・課題
学校や自治体間のデータ
同士の結びつきがない

目指す姿
データの 標 準 化により、
EBPM の推進や新たな教
授法・学習法の創出

長期（〜2030年頃）
• 学習者がＰＤＳ（＊３）を活用して、生涯にわたって自らの

データを蓄積・活用することができるように
• 内容・活動情報のさらに深い粒度での標準化が実現
•支援を必要とする子どもへのプッシュ型の支援が実現
•真に「個別最適な学び」と「協働的な学び」が実現

論点・課題
「学校で」「教師が」「同時に」「同
一学年の児童生徒に」「同じ速度で」

「同じ内容を」教えるという、学習
指導の基本的な枠組みでは十分に
対応できない可能性

目指す姿
誰もが、いつで
も、どこからで
も、 誰 と で も、
自分らしく学べる

リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
、

デ
ー
タ
を
基
に
し
た
授
業
改
善
を
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